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固体型色素増感太陽電池の開発

エネルギー変換材料（太陽電池、二次電池、燃料電池）に多用される多孔質薄膜作製プロセスと電気化学計測
技術を基盤にして、再生可能エネルギーに基づくエネルギー循環型の持続可能な社会を構築することを目的と
する。低コスト次世代型太陽電池として期待される色素増感太陽電池の効率・耐久性を飛躍的に向上させる技
術，再生可能エネルギーの普及に不可欠な高容量二次電池をはじめとする電池材料の研究開発に取り組む。こ
れらの研究開発においては、産学官連携，農工連携・融合，情工連携・融合を指向し、新たな学術分野の開拓と
技術の実用化を目指す。

・特筆すべき研究ポイント：
色素増感太陽電池およびペロブスカイト太陽電池で10%の変換効率を達成

・新規研究要素：
固体部分としてｐ型半導体であるヨウ化銅を使用

・従来技術との差別化要素・優位性：
ペロブスカイト太陽電池の固体層形成では、溶媒を使用しないドライプロセスを実現

・デバイス、材料の分析・解析・評価 ・圧電材料
・機能性薄膜 ・雰囲気センサ
・太陽電池 ・応力発光

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 太陽電池、色素増感、光半導体電極、擬固体化電解質

■ その他の研究紹介
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色素増感太陽電池の実用化研究

・ アクチュエータ用圧電セラミックスに関する研究
・ 無機材料及び有機薄膜材料を利用した雰囲気センサに関する研究
・ 応力発光材料の開発とその応用
・ スプレー熱分解薄膜形成（SPD）法の改良とその応用 など

１．電子を収集する半導体電極としては、バンドギャップの広いTiO2やZnOなどが利用され、ギャップの大きさが
電池の開放電圧を決定する。また、半導体に吸着する色素の量が短絡電流に影響を与える。そこで、主にTiO2

を利用して色素の吸着量を増加させるための電極構造や収集した電子の再結合を防ぐための構造を開発してい
る。
２．電解質としては通常液体が利用されているが、液漏れや蒸発などによる耐久性への課題が指摘されている。
そこで、液体同様の性能を維持した擬固体化高分子ゲル状電解質の開発を行っている。
３．対向電極には、電解質中の酸化還元反応を促進するためにPtが主に利用されている。そこで、材料コストを
削減するために、白金の使用量を極限にまで抑えた電極構造の研究を行っている。
４．色素をSPD法により吸着させるための操作条件を検討している。

・特筆すべき研究ポイント：
①高耐久性・高効率DSCの開発
②高機能擬固体化高分子電解質の開発

・新規研究要素：
SPD法によるDSC一貫作製プロセスの開発

・従来技術との差別化要素・優位性：
①高耐久性擬固体型色素増感太陽電池
②SPD法による一貫作製プロセス
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